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１ 課題を取り上げた背景

平成２４年度准フォレスター研修を受講し、国有林フォレスターとし

て地域の森林・林業再生に貢献するために取組んできた活動について報

告するものです。

図１ 森林作業道現地検討会の様子 図２ 森林施業検討会の様子

２ 具体的な取組

活動その１

平成２４年度中越流域准フォレスター等会議の開催

活動その２

森林作業道現地検討会の開催

活動その３

平成２５年度中越流域准フォレスター等現地検討会の開催

活動その４

森林整備推進協定の締結

活動その５

森林づくりの提案（提案型集約化施業）

図３ 提案型集約化施業とりまとめのための地区への配付資料

３ 取組の成果

町全域を森林整備推進協定区域として協定を締結することが決定した

こと、提案型集約化施業を進めるために必要な森林施業プランナーの育

成が始まったこと、また、提案型集約化施業のために町からの協力が得

られたこと、中越流域フォレスター等の連携が強化されたことが成果と

してあげられます。

４ まとめ

地域の森林・林業の再生に向けた構想について、関係者の合意形成が

図られつつあり、今後もＰＣＤＡサイクルに基づいて構想の実現に向け

て活動を継続していきます。

とにかく行動を起こすこと、黙っていては、動かなくては、物事は進

みません。


